
 

 

中学校放課後学習支援アイスプラネット プロジェクトワーク②「自分を表現するって」  
助成：(公財)静岡県国際交流協会 

                           

初期適応指導研修会 
       委託：浜松市（母国語支援等業務委託）    

通常のアイスプラネットの指導 
日時：毎週月・火曜日の放課後(全 37 回) 
会場：高台中学校 国際理解教室 
対象：外国につながりを持つ生徒 
内容：教科学習、定期テスト対策、 

１分間スピーチ、進路指導など 

講座内容： 

第１回 事例発表 ～初期適応指導アンケートより～ 

第４回 初期適応指導 補助資料作成  

～各国（言語）の学校文化や習慣に着目して～ 

第６回 初期適応指導の指導内容および指導法について 
 
バイリンガル支援者を対象とした

初期適応指導研修会は、初めて日本
の学校へ編入学した児童生徒が安心
して学校生活を送れるように、日本
の学校生活や日常生活に必要な生活
習慣や日本語を、編入初日から 10 日
間で効果的に初期適応指導できるよ
う、より実践的な指導法を学ぶ研修
会です。5 年目となる今年度は、事前
アンケートをもとにバイリンガル支
援者から事例発表していただき、支
援者同士で指導法やアイデアを共有
したり、各国(言語)の学校文化や習
慣についてのグループワークを通し
て多文化理解につなげたりしまし
た。また、グループワークの発表事
項を言語ごとにまとめ、バイリンガ
ル支援者と教育委員会へお渡ししま
した。今後、外国人児童生徒を受け
入れる際の参考とし、活用されるこ
とを願います。（澤根） 

子供たちに教えるための工夫が込められており、どの回
も新鮮で楽しかったです。 
先輩の授業の見学では、教える工夫と支援する子どもた

ちへの細やかな配慮に、感激すると同時に、自分が支援す
ることを考えると不安に思いました。 
実際に教室で教えた時は戸惑いや反省することも多々

ありましたが、先輩方が優しく教えてくださったお陰で 3
学期の支援をやり終えることができました。 
新学期も引き続きがんばりたいと思います。（大内） 

プロジェクトワーク②  

「自分を表現するって？」 
日時：2020年12月17日 15:00～16:00 
会場：高台中学校、あいホール 
講師：GREEN KIDS（ACHA 氏、BARCO 氏） 
内容：教室と講師のいる会場をオンラ

インでつなぎ、生徒一人ずつが今の不安
や悩みについて話しました。講師から
は、同じような背景を持つ先輩として共
感やアドバイス、励ましの言葉が送られ
ました。最後に、事前に生徒たちが書い
た「ネガティブ作文」を元に GREEN KIDS
が作ったラップが披露され、後日、生徒
から GREEN KIDS へ感謝のメッセージボ
ードを送りました。 

アイスプラネットとは？ ････ 令和２年８月に静岡県国
際交流協会の助成を受けて始まりました。日本語支援や技能別
日本語の支援だけでは成績アップにつながらず、学習意欲を失
いがちな生徒に対し、放課後に多面的な指導を行い、主に定期
テストの得点アップを目指す他、学校での居場所づくりの役割
も持ちます。名称は、世界は楽しいことで満ち満ちていると伝
える椎名誠の小説「アイスプラネット」(中 2 国語教科書掲載)
からとりました。指導には、海外生活を経験したシニア世代の
指導者があたり、外国で夢を叶えようとする 20 代の若者によ
る特別講義も行いました。 

 （ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾜｰｸ①「夢を持つことを考えよう！」は前号掲載） 
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新人研修に参加して、ＴＯＭＯ２の先輩方の熱意や経験
の多さに驚きました。そして、その経験や長年の努力に基
づいて作成された教案や教材、教え方から、日本語教師養
成講座とはまた違う気づきを得ることができました。 
私はまだ経験が浅く、研修で教わったように授業を行う

ことは難しいです。でも、楽しく前向きに支援を進め、Ｔ
ＯＭＯ２の先輩方の背中に追いつけるようにがんばろう
と思います。（下位） 

ここに集う生徒たち
の事情や目的は様々
で、私の手持ちのもの
は何でも提供するつも
りですが、彼らに信用
してもらうには時間が
かかると感じました。  
一方で、信用を得てい
るＴ先生は言葉巧みに
生徒を引き止め、いつ
の間にか１時間勉強し
ていたということもよ
くあります。生徒たち
に居場所を提供するこ
とからさらに、「知識の
ネットワークがわかる
と楽しい」ということ
に気づいてもらいたい
というのは欲張りでし
ょうか。（神川） 

礼儀正しい N 君は大の歴史好き。
戦国時代の武将のことは誰よりも
詳しい。受験間近の Y さんは日本語
よりも英語が得意。キング牧師を尊
敬している。そんな生徒たちとのあ
る日の 1 分間スピーチは「どんな大
人になりたい？」。ゆっくりと日本
語を選びながらも中学生らしいま
っすぐな思いが伝わってくる。個別
の学習支援に加え、毎回異なるテー
マで自分を表現する課題は支援者
にとっても楽しい時間でした。 

（佐藤） 

外国籍の子どもたちが高校受験
をする際には、大きな壁が立ちはだ
かっています。日本語の理解が十分
とは言えない中で、かなり高度な問
題を解かなければならないという
現実です。特に国語は、中学に入れ
ば、難しい漢字や表現が多くて大変
です。 
そのような厳しい現実にも負け

ず、この授業に参加する生徒は前向
きで、向上心があり、感心しました。
彼らを支援する一員になれたこと
をうれしく思います。（大谷） 

研 修 会  

 

                           

中学指導者ミーティング 

日 程：12 月 18 日 

会 場：砂丘小 はまっこ教室 

内 容：中３受験対策勉強会 

参加者：中学指導者他 ４名 

３月全体ミーティング 
日 程：３月 15 日 

会 場：あいホール 

内 容：「漢字の教え方」 

講 師：寺澤昌子 

新人研修 
日 程：11 月 30 日、12 月７、15 日 

会 場：砂丘小 はまっこ教室  受講者：新人指導者 ３名 



 

文集『ＴＯＭＯ２』第三号 完成！ 
 

文集ＴＯＭＯ２第三号を二月末に発行することができまし
た。支援者の皆様のご協力に心より感謝いたします。 
当初、子どもたちの作文の取り組みを何か形に残せないかと

の思いで第一号を企画しましたが、号を重ねるごとに文集ＴＯ
ＭＯ２が持つ意味合いがはっきりとしてきました。 
第三号では、国語基礎「書く」カリキュラム５部門（体験文・

日記文〜手紙文）の作文が揃い、子どもたちの多方面にわたる
取り組みの成果を見ることができます。 
また、味わいのある手書きの手紙文や子どもたちが描いた挿

絵などがあり、全体的に温かみのある雰囲気に仕上がりました。 
まえがきには田中理事長のやさしさに溢れた

お言葉、あとがきには佐藤さんの短歌を交えた
文章があり、唯一無二の文集を格調高く引き締
めています。 
自作の作文が載った文集を手にした子どもた

ちの笑顔はよろこびに満ちています。 
ぜひ、文集の中に子どもたちの光輝くものを

感じていただきたいと思います。（中西） 
 

副教材のご紹介 
 「マリオさんの一日」カード 

 はまっこテキスト第８課に対応したカラー版のカードです。  
 １・２年生の漢字カード  

 読みの練習や熟語作りに便利な 240文字のカード(150円)です。  
 「はまっこテキスト」指導書 只今制作中です。 

今 後 の 予 定 

令和２年度 母国語教室（まつっこ教室） 修了式     委託：浜松市(母国語支援等業務委託) 

 

 

◆ ４月全体ミーティング＆ガイダンス研修  
日 時：４月 12 日(月)、13日(火) 13:30～15:30 
会 場：あいホール ３F 会議室 
 

◆ ＮＰＯ総会＆講演会 
日 時：5 月 22 日(土) 10:00～12:00 
会 場：あいホール ３F 会議室 
講演会：「漢字の成り立ち(仮題)」 
講 師：古澤英一氏（文字處しゐする主宰） 

 
◆ 母国語教室（まつっこ）開講式 

・ベトナム語  6 月 5 日(土) 三方原協働センター 
・ポルトガル語 6 月 5 日(土) 可美公園総合センター(予定) 
・スペイン語  6 月 12 日(土) 南部協働センター 

 
◆ 7 月全体ミーティング 

日 時：7 月 12 日（月）13:30～15:30 
会 場：あいホール ３F 会議室 

企画研修部より  
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３月６日(土) ベトナム語教室 

18 人（三方原協働センター） 

  

  

 

その他の活動 

外国につながる子どもの 

保護者のための日本語教室 
助成：(公財)浜松国際交流協会 

 
日 程：８月１日～12 月５日(全 15 回)  
会 場：市民協働センター  
受講者：８名 指導者：３名 
内 容：初級、Ｎ４、Ｎ３クラス 

今年度は、Ｎ４に一人合格しました。 

ホア先生、ヒエン先生のもと、学
年別、レベル別に 3 つのグループに
分かれ、一年間楽しく学びました。
発音の練習では元気よく大きな声
で、文字の練習では一生懸命机に向
かう姿が見られました。ベトナム語
の本に親しみ、ベトナムの文化に触
れる機会に恵まれ、充実した時間を
過ごしました。（大野） 

３月 13 日(土) スペイン語教室 

17 人（南部協働センター） 

  

 
 

３月 20 日(土) ポルトガル語教室 

128 人（市民協働センター） 

 

コロナ禍にも関わらず、大学生や大学院生、コロナ感染予防策の普及をしている
団体の方など、たくさんの見学者がまつっこ教室を訪れました。中でも、かつてま
つっこ教室で学び、大学生となった伊藤ケビンさん(浜松学院大学)が、卒論のため
に教室を訪問してくれたことは、子ども達にも指導者にも嬉しいことでした。 

就学前支援 
 

日 程：10 月～２月(１回１時間） 
会 場：①佐鳴台幼稚園（全８回） 

②三方原協働センター（全６回） 
対 象：外国につながりを持つ就学前の

児童とその保護者（①ペルー、ブ

ラジル、中国 ②ベトナム） 
指導者：２名(日本人とバイリンガル各１名) 

 
日本の小学校に入学する前の準備として

身につけたい決まりや必要な言葉を体験を
通して楽しく学びました。（菅原） 

翻訳監修協力 
 
(一社)知識流動シス 

テム研究所が、小学生 
から社会人までを対象 
に、新型コロナウイル 
スへの理解を深め、感 
染予防を一緒に考えな 
がら進めたいとの思い 
から企画・開発したオ 
リジナル教材のブラジ 
ルポルトガル版の翻訳監修に協力しま
した。子どもたちが、コロナ対策の必
要性を理解した上で実践できるような
表現上のアドバイスを行いました。 

  

バザーのご報告と御礼 
12 月 14 日の全体ミーティング後に 

バザーを開催しました。コロナ禍に配 
慮し、惣菜類の取り扱いはやめました 
が、素敵な手作り品やたくさんの日用 
品のご出品、ありがとうございました。 


